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COSMOSプロジェクトは宇宙大規模構造の形成と進化を解明するために、多波長での広域ディープサーベイ
を行っている。ハッブル宇宙望遠鏡 (HST)のTreasury Programとして観測が進められているAdvanced Camera
for Survey (ACS)を用いた約 2平方度の天域の撮像観測 (PI: N. Scoville)を中心として、電波からX線にわたる
様々な波長域、観測装置を用いたサーベイが同時進行しディープな撮像データが集まりつつある (本年会、谷口他
の講演を参照)。
可視光では、Subaru望遠鏡主焦点カメラ (Suprime-Cam)を用いた多色 (BV r′i′z′)のディープイメージングが

Subru望遠鏡 Intensive Programとして行われ、非常に深い撮像データが得られている (PI:谷口義明; 本年会、安
食他の講演を参照)。X線での観測は、XMM-Newtonを用いた撮像観測が行われている。既に 800 ksecの積分時
間で 0.2–2 KeVで 5 × 10−16 cgs、2–10 KeVで 2 × 10−15 cgs の限界フラックスに到達し、COSMOSフィール
ド内に 339個のX線源を発見した。電波域ではVLAにより 1.4 GHzのサーベイを行っている。現在のところ 10
時間の積分で 24µJyの深さに達し、247個の電波源が検出されている。
我々は、これらのX線源や電波源を Suprime-Camの撮像データと比較し、銀河団や活動銀河核と考えられる
可視光対応天体を同定した。本講演では、その同定結果を発表するとともに、可視光との同定で発見された個々
の興味深い対応天体についても議論する。


